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　地方消費税交付金ほか
　30億8,836万円
　6.2％(43.5％）

市税
皆さんに納めて
いただいた税金
市民税・固定資産税・
軽自動車税など
186億2,968万円
37.3％（△2.4％）

自主財源
市税など市が集めたお金
255億8,231万円
51.3％（△2.6％）

依存財源
国、県などから交付され
たお金
243億1,633万円
48.7％（△7.7％）

地方交付税
国税の中から市の取り分として交付
された使途の決められていないお金
56億5,013万円
11.3％（△25.4％）

国庫支出金
福祉や道路整備などのため
に国から交付されたお金
71億3,081万円
14.3％（△22.4％）

繰越金
前年度に余ったお金
27億2,473万円
5.5％（△0.9％）

諸収入
貸付金の返還金、学校
給食費など
22億4,352万円
4.5％（△2.7％）

使用料および手数料ほか
19億8,438万円
4.0％（△6.4％）

市債
道路や学校の整備などのために国
や銀行から借り入れたお金
46億4,940万円
9.3％（3.8％）

県支出金
福祉や農業振興などのため
に県から交付されたお金
37億9,763万円
7.6％（28.9％）

総額
498億9,864万円

（△5.2％）

498億9,864万円
　対前年度比 △27億2,061万円（△5.2％）

歳入
民生費
子どもや高齢者・障害者
などの福祉のための経費
156億3,266万円
32.9％（5.7％）

教育費
学校の整備や運営など、教育や
文化を盛んにするための経費
68億546万円
14.3％（△9.0％）

総務費
税務事務や市役所運営、
防災などのための経費
54億2,089万円
11.4％（△9.6％）

公債費
借りているお金を返済
するための経費
48億4,483万円
10.2％（△6.3％）

　
平
成
16
～
21
年
度
に
那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
の
財
源
と
し
て
市
債
を
約

61
億
円
発
行
し
た
た
め
に
、
残
高
は
平
成
21
年

度
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
後
発
行
を

抑
制
し
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
何
十
年
も
使
用
で
き
る
道
路
や
学
校
な
ど
を

建
設
す
る
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
を
、
長
い

期
間
を
か
け
て
返
済
す
る
こ
と
で
、
負
担
の
世

代
間
の
公
平
を
図
っ
て
い
ま
す
。

衛生費
ごみ処理や健康増進を図るための経費
43億6,223万円
9.2％（△34.8％）

平成27年度

決算

よ
り
健
全
な

財
政
へ

　
平
成
27
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
前
年
度
と
比
べ
、
歳
入
で
は
県
支
出
金（
民
間
保
育
施
設
に
関
す
る
も
の
）が
増
え
た
も
の
の
、
放
射
能
対
策
事
業

費
が
減
っ
た
た
め
、
地
方
交
付
税
と
国
庫
支
出
金
が
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。
歳
出
で
は
民
生
費（
民
間
保
育
施
設
に

関
す
る
も
の
）が
増
え
た
も
の
の
、
衛
生
費（
放
射
能
対
策
事
業
分
）は
大
幅
に
減
り
、
歳
出
の
総
額
も
減
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
市
の
財
政
は
、
財
政
健
全
化
判
断
指
標
か
ら
判
断
す
る
と
、
引
き
続
き
健
全
な
状
態
で
す
。

　
基
金
残
高
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
新
庁
舎
整
備
基

金
に
９
億
円
、
公
共
施
設
等
有
効
活
用
基
金
に

２
億
３
千
万
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
財
政
調
整
基
金
：
財
政
の
健
全
な
運
営
確
保

　
の
た
め
。

・
減
債
基
金
：
市
債
の
返
済
と
市
債
の
適
正
な

　
管
理
に
必
要
な
財
源
確
保
の
た
め
。

・
特
定
目
的
基
金
：
特
定
の
事
業（
保
育
施
設

　
や
庁
舎
の
整
備
）の
財
源
確
保
の
た
め
。

歳出
474億9,882万円

　対前年度比 △23億9,569万円（△4.8％）

土木費
道路・公園などの整備や管理のための経費
43億9,941万円
9.3％（3.4％）

商工費
商工業や観光業を盛んにするための経費
21億3,568万円
4.5％（7.9％）

消防費
消防や救急などのた
めの経費
19億9,455万円
4.2％（4.7％）

議会費・労働費・災害復旧費の合計
5億1,782万円
1.1％（43.3％）

農林水産業費
農林業や畜産業を盛ん
にするための経費
13億8,529万円
2.9％（8.6％）

Ｑ
．
な
ぜ
借
金
を
す
る
の
？

1人当たりの市債残高
29万8,972円

Ｑ
．基
金
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
？

1人当たりの基金残高
■市債（借金）残高の推移（一般会計）■基金（貯金）残高の推移（一般会計に属するもの）

公有財産 基金
※特別会計のもの含む土地 建物 山林など 無体財産権

（商標権） 有価証券 出資による権利

12,226,585㎡ 402,872㎡ 6,436,255㎡ 1 件 1,680万円 7億3,034万円 174億5,505万円

民生費 教育費 総務費 公債費

132,395円 57,636円 45,910円 41,031円

土木費 衛生費 商工費 消防費

37,259円 36,944円 18,087円 16,892円

農林水産業費 議会費 災害復旧費 労働費

11,732円 2,691円 1,571円 123円

■財産状況

42万2,598円
市民1人当たり

40万2,273円
市民1人当たり

■市民1人当たりの歳出を分類すると

総額
474億9,882万円

（△4.8％）

13万766円

※各基金の計数を四捨五入しているため、計は一致しない場合があります。

※構成比と（　）内に対前年度比を記載。

※住民基本台帳人口：118,076人（平成28年3月31日現在）。

▶問い合わせ　　
　本財政課
　☎0287（62）7118
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【民生費】

認定こども園などの整備補助  10億2,103万円
とようら保育園など
児童手当費……………………  20億6,513万円
子育て応援券の交付………………   4,204万円

【教育費】

【総務費】

【衛生費】

【商工費】

【農林水産業費】 外国語教育の推進……………… 1億6,161万円
ALT（外国語指導助手）や英語教育推進教師の配置
小中学校の耐震改修…………  16億 10万円
小中学校の教材整備…………… 2億4,461万円
児童用パソコンや電子黒板のリース料など

観光の振興……………………… 1億6,675万円
市観光局への補助など
プレミアム商品券の発行補助… 1億 850万円
商工イベントの推進…………………4,099万円
那須野巻狩まつり、西那須野ふれあいまつりへの補助など

定住の促進…………………………   4,352万円
定住促進キックオフイベントの開催など
ふるさと寄付金の基金積み立て 1億3,700万円
防災対策の推進……………………   3,457万円
防災訓練の実施、防災士の養成、自主防災組織への補助など

農村の活動支援………………… 2億  325万円
共同で行う農地の維持向上活動の支援
農業の経営基盤強化の促進…… 1億7,824万円
農業用機械導入などの支援

環境保全型農業への支援…………   6,055万円
環境に優しい農業に取り組む農業者への支援

【土木費】

黒磯駅周辺の再生整備………… 2億6,341万円
黒磯駅東口広場の整備など
地域再生基盤強化交付金による道路整備
…………………………………… 5億4,797万円    
黒磯唐杉線ほか5路線の舗装改築工事など
都市公園の長寿命化………………   5,279万円
烏ヶ森公園、いなむらふれあい公園の施設更新など

【消防費】

【災害復旧費】

那須地区消防組合への負担金  16億6,046万円
消防団活動への補助…………… 1億5,321万円
消防コミュニティセンター整備…   5,026万円
消防団詰所の整備、用地の購入

関東・東北豪雨災害の復旧……   1億8,055万円

○給料 360万円
市税 （186億2,968万円）

○パート収入 74万円
使用料、手数料、諸収入など

（市の施設の使用料や住民票の発行
手数料など）

（38億4,745万円）

○親などからの仕送り 380万円 
地方交付税、国庫支出金、県支出金、
地方消費税交付金ほか

（196億6,693万円）

○ローン（借入金） 90万円
市債 （46億4,940万円）

○貯金の取り崩し 7万円
繰入金（基金から取り崩したお金） （3億8,045万円）

○繰越金 53万円
繰越金 （27億2,473万円）

収入合計 964万円
（498億9,864万円） 

収入 支出
○食費 122万円
人件費（職員の給与や議員報酬など） （63億0, 915万円）

○医療・介護費 186万円
扶助費（福祉のための経費） （96億1,138万円）

○光熱水費や日用品の購入 142万円
物件費

（光熱水費、消耗品費、業務委託料など）
（73億3,527万円）

○兄弟への援助 96万円 
補助費など

（負担金、補助金など）
（49億7,734万円）

○子どもへの仕送り 85万円
繰出金（特別会計に支出する経費） （43億8,727万円）

○ローン返済 94万円
公債費

（借りているお金を返済するための経費）
（48億4,483万円）

○家の改修・電化製品・車
　などの購入 136万円
維持補修費

（道路や公共施設の補修のための経費）
普通建設事業費

（道路や学校などの整備のための経費）
災害復旧費

（被災した施設を復旧するための経費）

（70億1,930万円）

○友人への貸付 33万円
貸付金（条例などに基づいて、団体や個人
に貸し付ける経費）

（17億7,723万円）

○貯金の積み立て 25万円
積立金（基金に積み立てたお金） （13億7,705万円）

支出合計 919万円
（474億9,882万円） 

市の決算を

家計簿 に例えると？
市の財政状況を身近に感じていただくため、
平成27年度の市の一般会計決算を、月給30
万円のサラリーマン世帯に例えてみました。

収入合計964万円（498億9,864万円）から支出合計919万円（474億9,882万円）を差し引いた金額45万円
（23億9,982万円）は翌年度の家計に繰り入れます。

放射能対策事業………………… 8億2,505万円
事業所・住宅の除染、放射線量マップの作成など

クリーンセンターの管理運営… 7億1,154万円
母子保健事業…………………… 1億3,399万円
妊婦健診、不妊治療費助成など

貯金残高 ローン残高298万円
（154億4,028万円）

682万円
（353億0,139万円）

平成27年度に実施した
主な事業
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会計名
歳    入 歳    出

決算額 対前年度増減額 前年度比 決算額 対前年度増減額 前年度比
  国民健康保険特別会計 163億1,312万円 +19億5,258万円 113.6% 154億3,839万円 +21億4,575万円 116.1%
  後期高齢者医療特別会計 9億2,377万円 +2,180万円 102.4% 9億1,595万円 +2,282万円 102.6%
  介護保険特別会計 72億4,521万円 +4億4,435万円 106.5% 67億6,676万円 +1億8,830万円 102.9%
  下水道事業特別会計 27億3,796万円 △3億7,280万円 88.0% 26億8,997万円 △3億8,880万円 87.4%
  農業集落排水事業特別会計 1億1,957万円 +578万円 105.6% 1億0,203万円 ＋224万円 102.2%
  温泉事業特別会計 7,261万円 +1,184万円 119.5% 5,199万円 ＋752万円 116.9%
  墓地事業特別会計 565万円 +65万円 113.0% 238万円 △131万円 64.3%

■特別会計の決算状況

■公営水道事業の決算状況
区分

収　入 支　出
決算額 対前年度増減額 前年度比 決算額 対前年度増減額 前年度比

収益的収支 28億3,526万円 △3億2,149万円 89.8% 24億3,608万円 +7,344万円 103.1%
資本的収支 10億9,661万円 +5億1,556万円 205.0% 24億9,587万円 +6億6,230万円 136.1%

■公営水道事業の経理状況

■予算の執行状況
会計名 歳入・歳出

現計予算額
歳　入 歳　出

収入済額 収入率 支出済額 支出率
  一般会計 483億8,483万円 218億7,246万円 45.2% 183億1,577万円 37.9%

特
別
会
計

国民健康保険 160億7,604万円 67億1,136万円 41.8% 64億7,299万円 40.3%
後期高齢者医療 9億8,707万円 4億5,284万円 45.9% 3億1,156万円 31.6%
介護保険 82億2,266万円 38億8,297万円 47.2% 28億4,501万円 34.6%
下水道事業 30億8,186万円 11億5,590万円 37.5% 11億7,035万円 38.0%
農業集落排水事業 1億1,906万円 6,045万円 50.8% 4,591万円 38.6%
温泉事業 7,360万円 4,501万円 61.2% 1,796万円 24.4%
墓地事業 529万円 665万円 125.7% 51万円 9.7%

区分
収　入 支　出

現計予算額 収入済額 収入率 現計予算額 支出済額 支出率
収益的収支 28億4,738万円 13億8,116万円 48.5% 26億0,744万円 10億9,524万円 42.0%
資本的収支 6億2,935万円 0円 0.0% 17億6,911万円 3億5,200万円 19.9%

指標 用語解説 H26 H27 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード） 市の状況

実質赤字比率 普通会計（一般会計と墓地事業特別会計）の赤字の標準
財政規模に対する割合 ー ー 11.93% 20.0% 黒字のため該当なし

連結実質赤字
比率

市の全会計（普通会計、特別会計、企業会計）の赤字の標
準財政規模に対する割合 ー ー 16.93% 30.0% 黒字のため該当なし

実質公債費率 普通会計が1年間に支払った公債費や公債費に準じるも
のの標準財政規模に対する割合 7.0% 4.9% 25.0% 35.0% 借入金の返済が一部終わった

ことなどにより向上

将来負担比率 普通会計が将来負担する可能性のある実質的な負担額
の標準財政規模に対する割合 ー ー 350.0% 将来負担は発生していないた

め該当なし

資金不足比率 各公営企業会計の資金不足額の、事業規模に対する割合 ー ー 20.0% 資金不足は発生していないた
め該当なし

■市の財政状況は?　〜財政の健全性に関する5つの指標〜
市は全ての指標で基準を下回るため財政状況は「健全である」と判断できます。

平成28年9月30日現在の平成28年度予算額と執行状況をお知らせします。
予算額は当初予算に9月議会までに承認された補正予算を加えたものです。
下半期の財政状況は、来年の広報なすしおばら5月20日号でお知らせします。

平成28年度上半期
財政状況報告

※標準財政規模：毎年安定して得ることができる収入のこと

※収益的収支：水を届けるための収入と支出　資本的収支：施設の更新などのための収入と支出

◆
い
つ
も
広
報
で
い
ろ
い
ろ
な
事
を

知
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
発
達
症
を
取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
誌

上
に
出
て
お
ら
れ
る
星
野
先
生
が
学

校
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
時
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
１
人
で
す
。
今
は
困
っ

た
と
手
を
伸
ば
せ
ば
、
何
人
も
の
専

門
家
が
そ
の
手
を
つ
か
ん
で
く
れ
ま

す
。不
安
を
感
じ
て
い
る
お
母
さ
ん
、

誰
か
私
の
話
を
聞
い
て
！　
と
手
を

伸
ば
し
て
み
て
下
さ
い
。
き
っ
と
何

人
も
の
人
が
そ
の
手
を
つ
か
ん
で
く

れ
ま
す
よ
。
就
学
時
健
診
時
期
で
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画
で
し
た
ね
。

Ｋ
・
Ａ
さ
ん（
本
町
）40
代
女
性

◆
特
集「
僕
の
色D

aisuke

」。日
常

生
活
の
中
で
大
祐
さ
ん
は
家
族
の
愛

情
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
な
が
ら
暮
ら

す
、
幸
せ
で
楽
し
い
様
子
が
絵
に
表

れ
て
い
ま
す
ね
。
大
祐
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
も
大
好
き
な
絵
を
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
書
い
て
ね
。
元
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。
元
気

人
、
三
本
木
さ
ん
は
ま
さ
し
く
元
気

人
に
ふ
さ
わ
し
い
笑
顔
で
す
ね
。

Ｆ
・
Ｆ
さ
ん（
埼
玉
）60
代
女
性

◆
10
月
５
日
号
表
紙
は
一
目
見
て
素

晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
特
集
を

読
み
、
彼
の
才
能
を
大
切
に
し
て
あ

皆さんからいただいたお便りを紹介します。
今後の広報誌づくりの参考にさせていただきます。
※今回の読者プレゼントはお休みします。いただいたハガキ
　は次回の抽選で反映させていただきます。

その他にも、たくさんのお便りをいただきました。
ありがとうございました。

スマートフォンなど
からの応募はこちら

お便り BOX

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
共
生
社
会
づ

く
り
に
、
今
回
の
テ
ー
マ
を
少
し
変

え
て
、
今
後
も
取
り
上
げ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｙ
・
Ｋ
さ
ん（
関
谷
）60
代
男
性

◆
毎
月
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。「
子
育
て
応
援
米
」

を
ひ
孫
が
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た

ち
よ
り
早
く
新
米
を
食
べ
た
と
喜
ん

で
お
り
ま
す
。と
て
も
助
か
り
ま
す
。

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
チ
ャ

イ
ル
ド
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
は
、
知
人
の

お
孫
さ
ん
が
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
持
っ
て

写
っ
て
い
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

※いただいたご意見は、内容を変えない範囲で添削させていただく場合があります。
※紙面の都合上、掲載できない場合がありますのであらかじめご了承ください。

Q. あなたが好きなコーナーはどれですか？（複数可）

広報なすしおばらを読んだ感想、取り上げて欲しい
話題や記事などをお書きください。

１．表紙
３．行政 info
５．子育て連絡帳
７．健康だより
９．お便りBOX
11.  ちっちゃな自然
13.  げんきびと

２．特集
４．タウントピックス
６．チャイルドトピックス
８．図書館へ行こう！
10.  なすしおばら珍百景
12．編集後記

ざ
い
ま
し
た
。
栄
光
を
た
た
え
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
健
闘
を
お
祈

り
し
ま
す
。

Ｈ
・
Ｓ
さ
ん（
青
木
）70
代
女
性

◆
公
民
館
で
の
子
ど
も
の
活
動
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
し
か
確
認
で
き

ず
、
つ
い
つ
い
ま
た
今
度
…
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ぜ
ひ
紙
面
に
掲
載

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
け
い
こ
さ
ん（
一
区
町
）30
代
女
性

◆「
広
報
な
す
し
お
ば
ら
」で
取
り
上

げ
て
い
た
だ
く
と
、
個
人
で
は
知
り

え
る
こ
と
が
出
来
な
い
事
が
た
く
さ

ん
新
発
見
と
し
て
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
写
真
な
ど
も
多
く
、
読
み
や

す
く
て
、
老
人
に
も
助
か
り
ま
す
。

地
域
す
み
ず
み
の
出
来
事
や
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
を
知
り
た
い
で
す
。
市
内
の

出
来
事
や
発
見
な
ど
、
唯
一
知
る
こ

と
が
出
来
る
手
段
で
す
。　

Ｔ
・
Ｙ
さ
ん（
清
住
町
）70
代
女
性

◆
秋
の
お
祭
り
の
情
報
が
あ
り
、
私

に
と
っ
て
は
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
お
祭
り
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
た
め
に
な
り
ま
す
。

Ｊ
・
Ｙ
さ
ん（
西
朝
日
町
）40
代
女
性




